
 

 

 

                            

古代史シリーズ５「日本の神社と神々」 

第四部「賀茂大社と籠神社・眞名井神社の神」 

 

著者：有限会社 情報戦略モデル研究所 

井上 正和 

  

本
冊
子
は
、
筆
者
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
中

で
、
講
義
録
を
製
本
化
し
た
も
の
で
す
。 

当
シ
リ
ー
ズ
は「
日
本
の
神
社
と
神
々
」と
題
し
、
記
紀
に
係

る
代
表
的
な
神
社
を
捉
え
ま
す
。「
熊
野
大
社
」「
伊
勢
神
宮
」、

「
出
雲
大
社
」、「
住
吉
大
社
」、「
宗
像
大
社
」、「
宇
佐
大
社
」、

「
賀
茂
大
社
」、「
籠
神
社
」、「
眞
名
井
神
社
」
の
九
つ
の
神
社
を

第
一
部
か
ら
第
四
部
に
分
け
て
解
説
し
ま
す
。
記
紀
で
述
べ
る

神
代
の
世
界
は
実
存
す
る
神
社
の
神
と
関
係
し
て
い
る
は
ず
で

す
。
調
べ
て
い
く
と
記
紀
に
は
明
確
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
記

紀
の
神
々
に
関
与
し
た
と
思
わ
れ
る
神
々
が
見
え
て
き
ま
す
。

記
紀
を
神
社
の
観
点
か
ら
光
を
当
て
て
み
よ
う
と
い
う
試
み
で

す
。 

第
四
部
は「
賀
茂
大
社
と
籠
神
社
・眞
名
井
神
社
の
神
」と
題
し

て
、
大
和
朝
廷
に
直
接
関
与
す
る
神
社
を
訪
ね
ま
す
。
賀
茂
大

社
が
第
一
・二
章
、
籠
神
社
・眞
名
井
神
社
を
第
三―

五
章
で

記
述
し
ま
す
。 
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は
じ
め
に 

 
本
冊
子
は
、
筆
者
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
中
で
、
講
義
録
を
製
本
化
し
た
も
の
で
す
。 

筆
者
は
、
以
前IT

メ
ー
カ
ー
のSE

や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
専
門
で
し
た
。
十
年
ほ
ど
前
か
ら
大
学
で
の
講
義
を
き
っ
か
け
に
古
代
の

文
化
や
歴
史
に
興
味
が
湧
き
、
古
代
史
の
テ
キ
ス
ト
を
作
り
講
義
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

元
々
、
素
人
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
キ
ス
ト
を
作
る
訳
で
す
か
ら
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
（以
降
は「
記
紀
」と
い
う
）が
読
め
な
か

っ
た
り
、
古
代
史
は
良
く
分
か
ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
初
心
者
の
方
々
が
持
た
れ
る
感
覚
が
同
様
に
疑
問
に
な
り
ま
し
た
。 

当
該
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
が
以
外
に
人
気
が
あ
る
の
は
、
素
人
の
視
点
で
不
明
点
を
解
説
す
る
こ
と
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
体
系
化
さ
れ
て
い
て
分
か
り
易
い
と
お
褒
め
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
元SE

と
し
て
シ
ス
テ
ム
設
計
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

体
系
化
す
る
こ
と
が
性
癖
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
寄
与
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

古
代
史
シ
リ
ー
ズ
５ 

「
日
本
の
神
社
と
神
々
」の
第
四
部「
賀
茂
大
社
と
籠
神
社
・眞
名
井
神
社
の
神
」で
は
、
賀
茂
大
社
が
日
本
の

神
社
祭
祀
の
元
締
め
の
神
社
で
あ
り
、
籠
神
社
・眞
井
神
社
で
は
宮
司
の
海
部
氏
は
古
代
大
和
朝
廷
に
直
接
関
係
す
る
海
部
氏
系

図
、
紀
元
前
の
漢
鏡
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
徐
福
の
渡
来
が
あ
る
。
記
紀
の
神
々
の
原
点
を
三
者
か
ら
探
り
ま
す
。
古
代
大
和

朝
廷
に
直
接
関
与
す
る
神
社
を
訪
ね
ま
す
。 

本
冊
子
は
、
記
紀
を
読
み
解
く
た
め
に
、
参
考
図
書
を
主
体
的
に
活
用
し
記
紀
で
裏
付
け
を
す
る
形
で
進
み
ま
す
。
図
柄
は
ウ
キ
ペ
デ
ィ
ア

か
ら
か
な
り
引
用
し
て
い
ま
す
。
活
用
し
ま
し
た
主
要
参
考
図
書
は
次
の
通
り
で
す
。 

 ＋
「
日
本
の
古
社 

賀
茂
社 

上
賀
茂
神
社
・下
鴨
神
社
」 

岡
野
弘
彦
・櫻
井
敏
雄
・三
好
和
義
著
（淡
交
社
） 

＋
「
賀
茂
御
祖
神
社
」
賀
茂
御
祖
神
社
編
（淡
交
社
） 

＋
「
上
賀
茂
神
社
への
い
ざ
な
い
」
賀
茂
別
雷
神
社
（賀
茂
別
雷
神
社
） 

＋
「
葵
祭
の
始
原
の
祭
り 

御
生
神
事 

御
蔭
祭
り
を
探
る
」下
鴨
神
社
宮
司
新
木
直
人
著
（ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
） 

＋
「
元
伊
勢
籠
神
社
御
由
緒
略
記
」（元
伊
勢
籠
神
社
編
） 

＋
「
元
伊
勢
籠
神
社
の
略
誌
と
神
道
哲
学
」 

宮
司 

海
部
光
彦
著
（ 

（元
伊
勢
籠
神
社
編
） 

＋
「
元
伊
勢
籠
神
社
し
お
り
」（元
伊
勢
籠
神
社
編
） 

＋
「
日
本
の
神
社 

籠
神
社
」 

（デ
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ニ
研
） 
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＋
「
失
わ
れ
た
徐
福
の
ユ
ダ
ヤ
人「
物
部
氏
」の
謎
」飛
鳥
昭
雄
・三
神
た
け
る
著
（学
研
） 

＋「
日
本
書
紀
」 

（宇
治
谷 

孟
著
、
講
談
社
） 

＋
「
古
事
記
」 

（
竹
田
恒
泰
著
、
学
研
）な
ど 

本
冊
子
の
古
代
史
シ
リ
ー
ズ
５「
日
本
の
神
社
と
神
々
」の
第
四
部「
賀
茂
大
社
と
籠
神
社
・眞
名
井
神
社
の
神
」の
全
体
構
成
は
次
の

目
次
に
上
げ
て
お
き
ま
す
。 
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古
代
史
シ
リ
ー
ズ
５ 

「
神
社
と
神
々
」 

第
四
部「
賀
茂
大
社
と
籠
神
社
・眞
名
井
神
社
の
神
」の
目
次 

 

第
一
章 
「
賀
茂
大
社
の
創
建
由
緒
」」  ....................................................... 

５ 

日
本
の
神
社
の
最
初
の
司
祭
集
団
で
あ
る
カ
モ
氏
と
賀
茂
大
社
祭
神
を
把
握
し
ま
す
。 

 

第
二
章 

「
賀
茂
祭
（葵
祭
）と
賀
茂
社
の
社
殿
」  ............................................. 

１
６ 

伊
勢
神
宮
創
建
の
由
来
、
式
年
遷
宮
、
伊
勢
信
仰
の
広
が
り
の
事
由
を
捉
え
ま
す
。 

 

第
三
章 

「
籠
神
社
・眞
名
井
神
社
の
由
緒
」  ................................................. 

２
９ 

天
皇
家
に
関
わ
る
日
本
最
古
の
家
系
図
を
有
す
る
籠
神
社
宮
司
の
海
部
氏
と 

籠
神
社
と
奥
宮
の
眞
名
井
神
社
の
由
緒
と
の
関
り
を
掴
み
ま
す
。  

 第
四
章 

「
籠
神
社
の
祭
神
と
徐
福
伝
説
」 ..................................................... 

４
２ 

籠
神
社
の
祭
神
と
徐
福
伝
説
に
お
け
る
神
々
と
の
整
合
性
を
検
証
し
ま
す
。 

 第
五
章 

「
籠
神
社
・眞
名
井
神
社
の
社
殿
と
伝
承
」 ....................................... 

５
５ 

籠
神
社
・眞
名
井
神
社
の
例
祭
、
社
殿
様
式
、
籠
神
社
の
伝
承
を
把
握
し
ま
す
。 

お
わ
り
に ....................................................................................... 

６
７ 
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◆
第
一
章 

「
賀
茂
大
社
の
創
建
由
緒
」の
目
次 

 

 
第
一
話 

賀
茂
氏
の
由
来 ....................................................................... 

６ 

  第
二
話 

上
社
・下
社
の
祭
神
の
御
生
（み
あ
れ
） ............................................. 

９ 

 

第
三
話 

賀
茂
氏
と
秦
氏
の
繋
が
り 

  ..................................................... 

１
２ 

 

コ
ラ
ム
：「
饒
速
日
命
（天
火
明
命
）と
関
係
神
」  ............................................ 

１
４ 
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第
一
話 

賀
茂
氏
の
由
来 

  
賀
茂
大
社
と
は
、
賀
茂
別
雷
神
社
（
か
も
わ
け
い
か
づ
ち
じ
ん
じ
ゃ
）と
賀
茂
御
祖
神
社
（
か
も
み
お
や
じ
ん
じ
ゃ
）の
併
称
で
あ
る
。
両
社

は
、
一
般
に
賀
茂
別
雷
神
社
を
上
賀
茂
神
社
（
か
み
か
も
じ
ん
じ
ゃ
：上
社
）と
い

い
、
賀
茂
御
祖
神
社
は
下
鴨
神
社
（し
も
が
も
じ
ん
じ
ゃ
：
下
社
）と
い
う
。
両
社
は

一
体
化
さ
れ
、
伊
勢
神
宮
に
次
ぐ
大
社
、
官
幣
大
社
の
筆
頭
と
し
て
朝
野
の
崇
敬

を
得
て
来
た
。 

 

賀
茂
大
社
の
京
都
に
お
け
る
地
理
か
ら
抑
え
て
お
こ
う
（参
照
資
料1-1

）。
京

都
に
は
京
都
市
の
中
央
を
走
る
二
本
の
川
が
あ
る
。
嵐
山
を
通
っ
て
流
れ
る
桂
川

と
賀
茂
大
社
か
ら
流
れ
て
く
る
鴨
川
で
あ
る
。
こ
の
二
本
の
川
は
宇
治
川
、
木
津
川

と
合
流
し
淀
川
と
な
る
。
賀
茂
大
社
に
関
わ
る
鴨
川
は
、
下
鴨
神
社
の
処
で
高
野

川
と
賀
茂
川
が
合
流
し
て
鴨
川
と
な
る
。
合
流
地
点
に
下
社
の
下
鴨
神
社
が
あ

り
、
賀
茂
川
に
沿
っ
て
上
流
に
上
社
の
上
賀
茂
神
社
が
あ
る
。
一
方
の
高
瀬
川
を
上

流
へ行
く
と
下
社
の
祭
神
が
降
臨
さ
れ
た
御
蔭
山
（み
か
げ
や
ま
：
御
蔭
神
社
）が

あ
る
。
賀
茂
川
沿
い
の
上
社
と
下
社
の
中
間
に
あ
る
久
我
神
社
は
、
下
社
の
祭
神
が

御
蔭
山
か
ら
下
り
て
現
在
の
下
社
に
遷
ら
れ
る
時
に
一
時
居
を
構
え
ら
れ
た
場
所

で
あ
る
。
賀
茂
大
社
の
京
都
全
体
か
ら
の
地
理
的
位
置
づ
け
が
分
か
っ
た
と
こ
ろ

で
、
具
体
的
な
各
論
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

賀
茂
大
社
の
祭
神
の
由
来
は
両
社
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
位

置
づ
け
は
両
社
の
祭
神
を
一
括
し
て
述
べ
る
方
が
分
か
り
易
い
。 

賀
茂
大
社
の
祭
神
は
、
上
社
が
賀
茂
別
雷
神
（
カ
モ
ワ
ケ
イ
カ
ヅ
チ
ノ
カ
ミ
）
で
あ

り
、
下
社
が
賀
茂
建
角
身
命
（カ
モ
タ
ケ
ツ
ヌ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）と
玉
依
姫
命
（タ
マ
ヨ
リ

ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）
で
あ
る
。
祭
神
の
由
来
を
風
土
記
の
逸
文「
賀
茂
条
」（「
釈
日
本
紀

（し
ゃ
く
に
ほ
ん
ぎ
）」
所
引
）か
ら
引
用
し
ま
す
（参
照
資
料1-2

）。 

「
賀
茂
建
角
身
命
は
、
か
っ
て「
大
和
の
葛
木
山
の
峰
」に
い
た
が
、「
山
代
の
岡
田
の

賀
茂
（御
蔭
山
）」を
経
て
降
臨
さ
れ
、「
久
我
（く
が
）の
国
の
北
山
の
基
（久
我
神

参照資料1-1：上賀茂・下鴨MAP

賀茂川 高野川

鴨川

京都駅

嵐山

下鴨神社

上賀茂神社

久我神社

御蔭神社

賀茂川

高野川

鴨川

出典：ウィキペディアから原図引用

桂川

宇治川
淀川へ
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社
の
処
）
」に
居
を
定
め
た
（
参
照
資
料1-1

）。
そ
の
命
が
、「
丹
波
の
国
の
伊
可
古
夜
日
女
（イ
ガ
コ
ヤ
ヒ
メ
）を
娶
（
み
あ
）っ
て「
玉
依
日
子

（
タ
マ
ヨ
リ
コ
）」と「
玉
依
日
女
（タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
）」
を
生
む
。 

玉
依
日
女
が
石
川
の
瀬
見
の
小
川
（賀
茂
川
の
こ
と
）で
得
た「
丹
塗
矢
（に
の
ぬ
り
や
）」と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
が「
可
茂
別
雷
命
（カ
モ
ワ
ケ

イ
カ
ヅ
チ
ノ
ミ
コ
ト
）
」で
あ
る
（参
照
資
料1-2

）。
丹
塗
矢
は
乙
訓
（お
と
く
に
：
長
岡
京
市
の
処
）の
社
に
坐
（い
ま
）せ
る
火
雷
神
（ホ
ノ
イ
カ

ヅ
チ
ノ
カ
ミ
）で
あ
っ
た
。
こ
の
御
子
神
が「
可
茂
（か
も
）の
社
」（上
賀
茂
神
社
）
に
祀
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
下
鴨
神
社
は
、
風
土
記
に
母
神
、
祖

父
母
神
を「
三
井
（
み
い
）の
社
」（
現
在
の 

下
鴨
神
社
の
境
内
）に
祀
っ
た
と
記
述
す
る
。
こ
の
御
子
神
か
ら
見
れ
ば
、
母
神
の
玉
依
姫
命
と
祖

父
母
神
の
賀
茂
建
角
身
命
と
伊
可
古
夜
日
女
は「
御
祖
神
（み
お
や
が
み
）」に
な
る
た
め
、
下
社
は「
賀
茂
御
祖
神
社
（か
も
み
お
や
じ
ん
じ

ゃ
）」と
い
う
。 

 

こ
の
祭
神
の
由
来
を
賀
茂
社
祭
神
の
古
伝
承
は
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。 

 

「
賀
茂
建
角
身
命
は
、
か
っ
て
大
和
に
い
た
が
、
山
城
の
北
の
久
我
国
の
北
山
に
移
っ
て
来
た
。
そ

し
て
、
丹
波
に
勢
力
を
持
つ
豪
族
と
手
を
結
び
、
そ
の
娘
伊
可
古
夜
日
女
と
の
間
に
玉
依
日
女

を
生
ん
だ
。
玉
依
日
女
が
乙
訓
（
お
と
く
に
）
社
で
火
雷
神
を
祀
る
豪
族
と
結
び
合
わ
さ
れ
て
別

雷
神
を
奉
ず
る
強
い
後
継
者
に
恵
ま
れ
た
」、
か
く
し
て
賀
茂
氏
は
賀
茂
の
地
域
で
一
大
勢
力
を

築
い
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

「
山
城
国
風
土
記
」逸
文
の
賀
茂
建
角
身
命
（カ
モ
タ
ケ
ツ
ヌ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）の
記
述
を
み
て
み
ま

し
ょ
う
。
も
と
も
と「
日
向
の
曽
（そ
）の
峰
に
天
下
り
、
南
九
州
の
高
千
穂
に
い
た
。
や
が
て
、
神

倭
伊
波
礼
毘
古
命(

カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ)

の
東
征
に
あ
た
り
、
御
前
（み
さ
き
）に
立
ち
（先
導

役
を
務
め
）、
一
旦
、「
大
倭
（
や
ま
と
）の
葛
木
山
の
峰
に
宿
る
」。
つ
ま
り
、
大
和
の
西
方
に
い
た

こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
こ
か
ら
あ
ら
た
め
て「
山
城
の
岡
田
の
賀
茂
（御
蔭
山
）」へ遷
り
、
つ

い
で「
葛
野
河
（か
ど
の
か
わ
：
桂
川
）と
賀
茂
川
（鴨
川
）と
の
会
う
所
に
定
（し
ず
）ま
る
。
両
川

の
合
流
点
辺
り
に
居
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
鴨
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て「
久
我
の
国
の
北
山
の
基

（久
我
神
社
あ
た
り
）に
定
ま
り
ま
す
」と
下
社
への
定
着
を
記
述
す
る
（参
照
資
料1-1

）。 

 

日
本
書
紀
（720

年
）や
新
撰
姓
氏
録
（810

年
）か
ら
引
用
す
る
と
、「
神
武
天
皇
が「
中
州

（な
か
つ
く
に
：畿
内
）へ東
征
の
途
次
、「
山
中
」で
迷
っ
た
際
、
賀
茂
建
角
身
命
が「
大
鳥
」＝「
頭

八
咫
烏
（ヤ
タ
ガ
ラ
ス
）」と
な
っ
て
先
導
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
功
を
賞
さ
れ
て「
葛
野
県
（か
ど
の
あ

が
た
）」を
賜
り
、
そ
の
子
孫
が
成
務
天
皇
の
御
代
（四
世
紀
中
）に「
鴨
県
主
」を
定
め
賜
っ
た
。
」

参照資料1-2：賀茂大社の祭神の系譜

玉依日売タマヨリヒメノミコト）

（下社の祭神）

丹波の国の伊可古夜日女（イガコヤヒメ）

可茂別雷命（カモワケイカヅチノミコト）

賀茂建角身命（カモタケツヌミノミコト）
（下社の祭神）

玉依日子（タマヨリヒコ）

（賀茂氏の祖）
丹塗矢

（乙訓の社の火雷神）
（ホノイカヅチノカミ）

出典：「日本の古社 賀茂社上賀茂神社史の賀茂神社」
岡野弘彦・櫻井敏雄・三好和義著（淡交社）
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と
記
述
す
る
。
賀
茂
氏
は
八
咫
烏
の
先
導
の
御
礼
で
葛
野
県
を
賜
り
県
主
に
な
っ
た
こ
と
を
記
述
す
る
。
賀
茂
建
角
身
命
は
神
武
東
征
後
に

下
社
の
場
所
に
定
住
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 
こ
の
賀
茂
氏
で
あ
る
が
、
注「
大
宝
令
」注
釈
書
の「
古
記
（こ
き
）令
集
解
（
り
ょ
う
の
し
ゅ
う
げ
）」所
引
）に
よ
れ
ば
、「
天
神
（あ
ま
つ
か
み
）」

系
と「
地
祇
（く
に
つ
か
み
）
」系
の
カ
モ
氏
が
い
た
と
記
述
す
る
。
（
注
）
奈
良
前
期
の
天
平
十
年
（738

年
）
こ
ろ
に
作
ら
れ
た
。 

「
山
城
（山
代
）
の
鴨
」
は「
天
神
」系
だ
が
、「
葛
木
の
鴨
」は「
地
祇
」系
と
区
別
し
て
い
る
。 

「
葛
木
の
鴨
」が
後
世
、
山
城
に
移
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
と
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の「
天
神
系
鴨
氏
」と「
地
祇
系
の
鴨
氏
」と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
史
研
究

所
紀
要
」
（
田
中
卓
博
士
）の
見
解
を
引
用
す
る
。 

「
地
祇
」系
の
カ
モ
氏
、
鴨
君
・賀
茂
朝
臣
（か
も
あ
そ
ん
）は
、
元
来
三
輪
氏
（神
（み
わ
）君
・大
神
（お
お
み
わ
）朝
臣
）と
同
じ
く
大
物
主
神

（
大
国
主
命
）の
後
裔
で
あ
る
。
こ
の
一
族
が
早
く
原
拠
の
三
輪
か
ら
葛
木
に
移
り
住
ん
で
い
た
。 

一
方
、「
天
神
」系
の
カ
モ
氏
の
鴨
県
主
、
賀
茂
県
主
は
、
注

神
魂
神
（カ
ン
ダ
マ
ノ
ミ
コ
ト
）の
後
裔
で
あ
る
。
（
注
）
邇
芸
速
日
命
（
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
）

の
随
伴
神
。
神
武
東
征
時
は
熊
野
辺
り
に
い
て
、
葛
木
に
移
っ
た
が
定
着
せ
ず
に
山
城
の
岡
田
か
ら
久
我
の
北
山
（現
在
の
久
我
社
あ
た
り
）へ

移
り
住
ん
だ
。
つ
ま
り
、
下
社
の
賀
茂
氏
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
玉
依
彦
命
」
か
ら
十
一
世
孫
の「
大
屋
奈
世
（お
お
や
な
せ
）」が
十
三
代
成

務
天
皇
（
四
世
紀
ご
ろ
）
よ
り「
鴨
県
主
」を
賜
っ
て
い
る
。 
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第
二
話 

上
社
・下
社
の
御
生
（み
あ
れ
） 

  
 

祭
神
の
御
生
祭
（み
か
げ
ま
つ
り
）が
、
葵
祭
（五
月
十
五
日
）の
前
儀
と
し
て
五
月
十
二
日
に
行
わ
れ
る
。
御
生
祭
を
下
社
は
御
蔭
祭
、
上

社
は
御
阿
礼
神
事
（み
あ
れ
し
ん
じ
）と
い
う
。
御
生
（み
あ
れ
）と
は
神
の
誕
生
、
来
臨
を
い
う
。 

下
社
の
御
蔭
祭
の
起
源
は
、
現
在
の
上
社
の
西
約
一
キ
ロ
に
鎮
座
す
る「
久
我
神
社
」と
い
わ
れ
る
。
注「
日
本
三
代
実
録
」
の
貞
観
元
年
（859

年
）
正
月
条
に
久
我
神
（
賀
茂
建
角
身
命
）
へ加
階
（従
五
位
下
）し
、「
延
喜
式
」神
名
帳
に
式
内
社
と
し
て
登
録
さ
れ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ

る
。
（
注
）
日
本
の
平
安
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
歴
史
書
。
六
国
史
の
第
六
に
あ
た
り
、
清
和
天
皇
、
陽
成
天
皇
、
光
孝
天
皇
の
三
代
で
あ
る
天
安
二
年
八
月
か
ら
仁

和
三
年
八
月
ま
で
の
三
〇
年
間
を
扱
う
。 

古
来
注

カ
モ
氏
の「
氏
神
（う
じ
が
み
）
」社
」と
さ
れ
、
上
社
の
摂
社
に
位
置
付
け
ら
れ
、
毎

年
十
一
月
三
日
に
神
幸
祭
（神
輿
渡
御
：
み
こ
し
と
ぎ
ょ
）が
あ
る
。
（
注
）
天
神
と
地
祇
の
カ
モ

氏
の
ま
と
め
表
現
。 

 

下
社
の
御
蔭
祭
の
由
来
か
ら
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
御
蔭
祭
の
始
ま
り
は
カ
モ
氏
神
祭
（う

じ
が
み
さ
い
）と
し
て
最
初
は
久
我
神
社
辺
り
で
始
ま
り
、
後
に
蓼
倉
里
（
た
で
く
ら
ご
う
：

現
在
の
下
社
境
内
）の
三
井
社
（三
井
神
社
）で
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
奈
良
時
代
ご
ろ
に

下
社
＝
賀
茂
御
祖
神
社
（
か
も
み
お
や
じ
ん
じ
ゃ
）へ
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
井
社
と

は
、
祭
神
が
、
賀
茂
建
角
身
命
（カ
モ
タ
ケ
ツ
ヌ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）、
后
の
伊
可
古
夜
日
女
（イ
ガ
コ

ヤ
ヒ
メ
） 
と
御
子
の
玉
依
姫
命
（
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）の
三
柱
を
祀
る「
三
身
社
」＝「
三

井
社
」で
あ
る
（参
照
資
料1-3

）。 

社
伝
で
は
下
社
の
造
営
は
、
崇
神
天
皇
の
七
年
（BC

9
0

）
に
神
社
の
瑞
垣
（み
ず
が
き
）の
築

造
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
記
録
が
続
日
本
紀
に
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
古
い
時
代
か
ら
祭
神

は
三
井
社
に
祀
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
糺
の
森
（た
だ
す
の
も
り
）周
辺
の
発
掘
調
査

で
縄
文
時
代
の
土
器
や
弥
生
時
代
の
住
居
跡
が
た
く
さ
ん
発
掘
さ
れ
、
下
社
の
地
域
の
存

在
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。 

下
社
の
例
祭
に
、
五
月
十
二
日
に
カ
モ
氏
の
本
義
と
も
い
え
る
御
蔭
祭
が
あ
り
ま
す
。
御
蔭

祭
の
祭
り
の
次
第
を
追
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

御
蔭
祭
の
目
的
は
、
御
蔭
神
社
の
神
殿
で
御
生
（み
あ
）れ
さ
れ
た
（
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

参照資料1-３：下鴨神社の御生れ

三井神社久我神社

１．御生れ処

御蔭神社

東殿（玉依姫）

西殿（賀茂建角身命）

切芝神事（東游）賀茂波爾神社（路地祭）

舞楽 蘭陵王

２．御陰祭

神霊櫃と神馬

神馬

出典：ウィキペディアから原図引用

御生神事後

神霊櫃

神霊櫃
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た
）
賀
茂
建
角
身
命
と
玉
依
姫
命
の
荒
魂
の
御
神
霊
を
本
宮
に
御
神
馬
で
奉
還
し
、
本
宮
か
ら
還
立
（か
え
り
だ
ち
：帰
途
）し
、
本
宮
の
和

魂
と
一
つ
に
な
ら
れ
て
御
神
威
を
回
復
さ
れ
る
祭
り
で
あ
る
。
現
在
は
葵
祭
の
前
儀
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
御
蔭
祭
は
、
本
宮
か
ら
の
宮
司
・神
官
に
よ
り
、「
御
蔭
山
の
儀
」と「
御
生
神
事
」
が
祝
詞
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、「
御
生
木
（み
あ
れ
ぎ
）」

に
依
り
つ
い
た
賀
茂
建
角
身
命
と
玉
依
姫
命
の
荒
魂
（あ
ら
み
た
ま
）の
御
神
霊
を
櫃
（ひ
つ
）に
込
め
る
。
次
に
、
路
地
祭
（ろ
じ
ま
つ
り
）と
還

立
（
か
え
り
だ
ち
）
の
儀
が
あ
る
。 

路
地
祭
と
は
、
御
蔭
山
の
儀
に
よ
っ
て
神
霊
を
移
し
た「
神
霊
櫃
（し
ん
れ
い
ひ
つ
）を
奉
じ
て
山
を
下
り
、
行
列
は
賀
茂
波
爾
（か
も
は
に
）神

社
で
の
路
地
祭
を
経
て
、
還
立
の
儀
に
な
り
、
神
霊
櫃
を
御
錦
蓋
（ご
き
ん
が
い
）で
覆
い
神
馬
（し
ん
め
）に
載
せ
て
、
下
社
へ戻
る
儀
式
で
あ
る

（
参
照
資
料1

-3

）
。 

 

賀
茂
波
爾
神
社
は
、
も
と
も
と
は「
赤
の
宮
」と
言
わ
れ
、
祭
神
は「
波
爾
安
日
子
神
（
ハ
ニ
ヤ
ス
ヒ
コ
ノ
カ
ミ
）」「
波
爾
安
日
女
神
（
ハ
ニ
ヤ
ス
ヒ
メ

ノ
カ
ミ
）
」で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
神
の
ご
神
徳
は
大
地
の
守
護
神
で
あ
る
。 

「
波
爾
」は
土
師
器
（は
じ
き
）
、
土
を
意
味
す
る
。
鴨
県
主
本
系
の

系
流
で
賀
茂
建
角
身
命
（
カ
モ
タ
ケ
ツ
ヌ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）を
祖
と
す
る
西
泥
部
氏
（に
し
つ
ち
べ
し
）が
社
職
と
す
る
土
師
器
（
は
じ
き
）の
製
作
を

世
襲
（神
饌
を
日
常
奉
る
土
器
の
製
作
に
従
事
す
る
）し
て
い
る
こ
と
か
ら
波
爾
の
神
を
祀
っ
た
の
で
あ
る
。
賀
茂
氏
に
と
っ
て
祭
祀
す
べ
き
重

要
な
神
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
に
違
い
な
い
。
路
地
祭
で
は
、
祝
詞
と
還
城
楽
（
げ
ん
じ
ょ
う
ら
く
）を
奏
す
。
還
城
楽
は
雅
楽
の
唐
楽
の
曲
名
の

一
つ
で
、
蛇
を
好
ん
で
食
べ
る
胡
国
（こ
こ
く
：北
モ
ン
ゴ
ル
に
い
た
異
民
族
）
の
人
が
蛇
を
見
つ
け
て
喜
ん
だ
様
を
舞
に
し
た
も
の
と
伝
え
る
。 

御
蔭
祭
の
最
後
は
、
糺
（た
だ
す
）の
森
に
お
い
て
、
東
游
（
あ
ず
ま
あ
そ
び
）と
呼
ば
れ
る
舞
楽
が
奉
納
さ
れ
る「
切
芝
神
事
」の
後
、
御
生
木

（
み
あ
れ
ぎ
）を
神
馬
か
ら
本
殿
に
移
し
て
夕
刻
に
終
る
。 

 

「
切
芝
神
事
」と
は
、
御
祭
神
賀
茂
建
角
身
命
が
、
東
の
倭
国
か
ら
船
に
乗
り
西
方
に
向
い
て
御
出
で
に
な
っ
た
と
、
氏
人
（う
じ
び
と
）た
ち

の
伝
え
る
古
事
に
よ
っ
て
御
祭
神
の
来
歴
を
奏
す
る
こ
と
が
神
事
で
あ
っ
た
。
切
芝
神
事
で
は
、「
東
游
」が
奏
さ
れ
る
。「
游
」と
は
神
と
人
が

交
流
す
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
東
游
は
東
国
地
方
の
風
俗
舞
で
あ
り
、
一
説
に
は
第
二
十
七
代
安
閑
天
皇
（六
世
紀
）の
頃
、
駿
河
国
の
宇

戸
浜
（う
ど
は
ま
）
に
天
人
が
降
り
て
歌
い
舞
っ
た
姿
を
な
ぞ
ら
え
国
人
道
守
（こ
く
じ
ん
み
ち
も
り
）が
作
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
第
五
十
九

代
宇
多
天
皇
の
寛
平
元
年
十
一
月
賀
茂
の
臨
時
祭
の
時
に
始
め
て
用
い
ら
れ
て
か
ら
神
事
舞
と
し
て
諸
社
の
祭
典
に
奏
（そ
う
）ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
曲
は
一
歌
、
二
歌
、
駿
河
歌
、
求
子
（も
と
め
ご
）歌
、
大
比
礼
（
お
お
ひ
れ
）歌
か
ら
な
る
一
大
歌
舞
組
曲
で
、 

京
都
の
葵
祭
で

奏
さ
れ
る
の
が
有
名
で
あ
る
。
舞
人
六
人
、
拍
子
歌
方
数
人
、
和
琴
（わ
ご
ん
）、
篳
篥
（ひ
ち
り
き
）、
高
麗
笛
（こ
ま
ぶ
え
）の
編
成
で
、
舞
は

駿
河
舞
と
求
子
舞
の
二
つ
で
、
動
き
の
少
な
い
上
品
な
舞
と
云
え
る
。 
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上
社
の
御
阿
礼
（
み
あ
れ
）神
事
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
御
生
（み
あ
れ
）処
は
北
約
二
キ
ロ
に
あ
る「
神
山
（こ
う
や
ま
）」と
そ
の
南
麓
の
上

社
に
近
い「
丸
山
（ま
る
や
ま
）」の
南
野
辺
り
で
あ
る
（参
照
資
料1-4-

①
）。
神
山
の
山
頂
に
露
出
す
る
大
き
な
岩
石
は
カ
モ
の
カ
ミ
（雷
神
）

の「
磐
座
」と
さ
れ
、「
垂
迹
石
（す
い
じ
ゃ
く
い
わ
）」と
言
わ
れ
て
き
た
。 

 

上
社
の
御
阿
礼
神
事
は
、
葵
祭
の
前
儀
と
し
て
、
神
山
と
の
間
の
丸
山
の
一
角
に
あ
る
御
生
野
（
み
あ
れ
の
）に
祭
場
を
作
り
、
五
月
十
二
日

の
夜
に
秘
儀
と
し
て
御
阿
礼
神
事
が
行
わ
れ
る
。
下
社
と
は
時
間
が
異
な
る
。
御
阿
礼
神
事
は
全
神
職
と
注

矢
刀
禰
（
や
と
ね
）五
人
が
参
列

し
、
深
夜
に
神
座
（
か
み
く
ら
）で
御
生
（み
あ
れ
）さ
れ
た
神
霊
の
新
た
な
命
を
暗
闇
で
迎
え
る
。
（
注
）
神
を
遷
霊
す
る
祭
官
。 神

霊
を
真
榊
（ま
さ

か
き
）に
移
し
、
奉

持
し
て
本
殿
前
の
棚

尾
社
に
二
本
、
参
道

わ
き
の
遥
拝
所
（権

殿
を
指
す
）に
三
本

樹
（た
）て
、
宮
司
が

本
殿
で
祝
詞
（の
り

と
）す
る
（参
照
資

料1-4-

②
）。
棚
尾

社
の
祭
神
は
櫛
石

窓
神
（ク
シ
イ
ハ
マ
ト

ノ
カ
ミ
）、
豊
石
窓

神
（ト
ヨ
イ
ワ
マ
ド
ノ

カ
ミ
）で
、
家
屋
に
悪

霊
が
入
ら
な
い
よ
う

に
門
を
守
護
す
る

神
様
で
、
家
内
安
全

の
神
様
で
も
あ
り
ま

す
。
内
陣
の
御
帳
台

参照資料1-4-①：上賀茂神社の御生れ

神山 磐座 細殿

１．御生れ処

２．御生れ神事（迎える）

丸山の御生れ所

阿礼木
（真榊）

神山

真榊
立砂

玉垣
（柴垣で囲う）

立砂

御休間木
（おやすまぎ）

出典：ウィキペディアから原図引用

神山

丸山

参照資料1-4-②：上賀茂神社の御生れ

３．本殿への捧持

本殿内の御帳台

勧
請
の
古
麻

（
阿
礼
棒
）

御
三
器

（
鏡
、
小
枕
、
角
）

中門

棚尾社（棚尾神社）

権殿（遥拝殿） 本殿

４．御生れ神事（神霊の蘇り）

出典：ウィキペディアから原図引用



 

12 

 

（
み
ち
ょ
う
だ
い
）に
は「
勧
請
（か
ん
じ
ょ
う
）の
古
麻
（こ
ぬ
さ
）の
阿
礼
棒
（あ
れ
ぼ
う
）と
御
三
器
（ご
さ
ん
き
）の
鏡
、
小
枕
（を
ま
く
ら
）、

角
を
立
て
か
け
る
。
神
霊
を
勧
請
の
古
麻
と「
御
三
器
」に
取
り
つ
か
せ
、
若
々
し
く
神
威
が
蘇
っ
た
神
霊
を
迎
え
る
。
遥
拝
殿
は
、
上
社
の
社

伝
は
中
央
よ
り
右
に
本
殿
、
左
に
注

権
殿
（ご
ん
で
ん
）が
あ
り
、
中
央
か
ら
は
丸
山
を
通
し
て
神
山
の
磐
座
を
遥
拝
す
る
形
式
（透
廊
：す
い

ろ
う
）に
な
っ
て
い
る
。
神
山
の
遥
拝
所
で
も
あ
り
ま
す
。
権
殿
は
遷
宮
の
た
め
の
予
備
殿
で
あ
り
、
神
山
の
遥
拝
所
に
も
な
り
ま
す
（参
照
資

料1-
4-

②
）
。 

社
史
で
は
、
天
武
天
皇
六
年
（677

年
）、
山
背
国
が
鴨
神
宮
造
営
（式
年
遷
宮
）と
記
述
す
る
。
上
社
の
社
殿
は
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を

意
味
す
る
。 
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第
三
話 

賀
茂
氏
と
秦
氏
の
繋
が
り 

 
 

賀
茂
氏
と
秦
氏
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
証
左
と
な
る
神
社
が
木
嶋
坐
天
照
御
魂
神
社
（こ
の
し
ま

に
ま
す
あ
ま
て
る
み
た
ま
じ
ん
じ
ゃ
）、
通
称「
蚕
（か
い
こ
）の
社
（や
し
ろ
）」と
も
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
神
社
は
将
に
葛
野
秦
氏
（か
ど
の
は
た

し
）の
中
核
の
拠
点
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
祭
神
か
ら
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

祭
神
は
、
天
之
御
中
主
神
（ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
） 

、
大
国
魂
神
（
オ
オ
ク
ニ
タ
マ
ノ
カ
ミ
）、
穂
々
出
見
命
（
ホ
ホ
デ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）、
鵜

茅
葺
不
合
命
（ウ
ガ
キ
フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
）、
瓊
々
杵
尊
（ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）で
す
。
将
に
造
化
三
神
か
ら
神
武
天
皇
前
ま
で
の
天
皇
直
系
の

神
々
で
す
。
そ
れ
に
出
雲
の
大
国
魂
神
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
弥
生
時
代
に
来
た
大
量
の
秦
氏
は
徐
福
集
団
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
当
時

の
葦
原
中
国
（あ
し
は
ら
な
か
こ
く
）の
支
配
者
は
大
国
主
命
で
す
。
徐
福
集
団
も
そ
の
支
配
者
の
そ
の
許
諾
の
も
と
に
住
み
着
い
た
の
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
す
。
又
、
神
社
名「
木
嶋
坐
天
照
御
魂
神
社
」に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
照
御
魂
神
（ア
マ
テ
ラ
ス
ミ
タ
マ
ノ
カ
ミ
））の
神
社

な
の
で
す
。
天
照
御
魂
神
と
は
籠
神
社
（こ
の
じ
ん
じ
ゃ
）の
祭
神
で
あ
る「
彦
火
明
命
（ヒ
コ
ホ
ア
カ
リ
ノ
ミ
コ
ト
）」を
い
い
、
こ
の
神
は
瓊
々
杵

尊
（
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）の
兄
神
で
す
。
亦
名
を
饒
速
日
命
（ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
）と
い
い
、
ま
た
、
物
部
氏
や
尾
張
氏
の
祖
神
と
な
っ
て
い
る
神
で

も
あ
り
ま
す
。
（
詳
細
は
コ
ラ
ム
参
照
。
） 

神
社
の
由
来
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

木
嶋
坐
天
照
御
魂
神
社
が
あ
る
嵯
峨
野
・太
秦
周
辺
は
渡
来
系
氏
族
の
秦
氏
が
開
拓
し
た
秦
氏
の
ゆ
か
り
の
地
で
、
広
隆
寺
・松
尾
大
社
・

蛇
塚
古
墳
な
ど
の
関
係
寺
社
・史
跡
で
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
木
嶋
社
も
ま
た
秦
氏
ゆ
か
り
の
神
社
と
い
わ
れ
る
。
通
称
は「
木
嶋
神
社
（こ
の

し
ま
じ
ん
じ
ゃ
、
木
島
神
社
）」や「
蚕
の
社
（か
い
こ
の
や
し
ろ
、
蚕
ノ
社
）」と
も
い
わ
れ
る
。
本
殿
は
境
内
の
中
央
北
寄
り
の
、
や
や
高
所
に

建
て
ら
れ
て
い
て
、
本
殿
の
東
側
に
は
蚕
養
神
社
（こ
か
い
じ
ん
じ
ゃ
：
東
本
殿
）
が
鎮
座
し
、「
蚕
の
社
」の
通
称
は
同
社
に
由
来
す
る
。
秦
氏
は

機
織
り
を
し
て
、
蚕
か
ら
絹
を
取
り
出
す
と
い
う
技
術
を
持
っ
て
き
た
。
機
織
の「
ハ
タ
」か
ら
、
秦
氏
に
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
、
そ
の
体
を

表
す
神
社
で
あ
る
。
古
く
か
ら
祈
雨
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
境
内
に
は
珍
し
い
三
柱
鳥
居
（み
は
し
ら
と
り
い
）が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る

（
参
照
資
料1

-6

）
。 

三
柱
鳥
居
は
、
神
社
境
内
の
北
西
隅
に
は「
元
糺
の
池
（も
と
た
だ
す
の
い
け
）」と
称
す
る
神
泉
が
あ
り
、
こ
の
元
糺
の
池
の
中
に
は
三
柱
鳥

居
（
三
ツ
鳥
居/

三
面
鳥
居/

三
柱
鳥
居
）
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
角
鳥
居
は
キ
リ
ス
ト
教
の
注

三
位
一
体
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
る
。
秦
氏
が
ユ
ダ
ヤ
の
民
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
不
思
議
で
は
な
い
。
（
注
）
キ
リ
ス
ト
は
父
で
あ
る
神
と
、
神
の
子
で
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
、
聖
霊

の
姿
で
現
れ
る
と
い
う
教
え
。 

元
糺
（も
と
た
だ
す
）
の
池
は
、
木
嶋
社
の
社
叢
（し
ゃ
そ
う
：社
の
森
）の「
元
糺
の
森
」の
中
に
神
泉
を
も
つ
池
で
あ
る
。
こ
の
池
の
水
は
諸
病
に
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効
く
と
の
信
仰
が
あ
っ
た
。
伝
承
で
は
、
木
嶋
社
の
社
叢
（し
ゃ
そ
う
）を「
元
糺
（も
と

た
だ
す
）の
森
」、
神
泉
を「
元
糺
の
池
」と
い
う
。
下
鴨
神
社
の
森
が「
糺
（た
だ
す
）の

森
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
以
前
は
、
木
嶋
社
の
社
叢
が「
糺
の
森
」と
呼
ば
れ
て
い

た
。
嵯
峨
天
皇
の
時
代
、
下
賀
茂
神
社
の
参
道
の
社
叢
を「
下
鴨
糺
の
森
（し
も
か
も

た
だ
す
の
も
り
）」と
名
づ
け
、
木
嶋
社
に
元
々
あ
っ
た
社
叢
の「
糺
の
森
」 

を「
元
糺

の
森
」に
変
え
た
。
こ
の
意
図
は
賀
茂
大
社
が
よ
り
朝
廷
に
近
い
と
い
う
こ
と
を
表
し

た
の
で
あ
る
。
秦
氏
の
ゆ
か
り
の
神
社
に
あ
る
名
称
を
下
鴨
神
社
に
遷
す
と
い
う
こ

と
は
秦
氏
の
意
図
が
働
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
神
社

と
大
内
裏
（だ
い
だ
い
り
）の
関
係
を
み
る
と
よ
く
わ
か
る
（参
照
資
料1-6

）。  

物
理
的
位
置
づ
け
の
不
思
議
と
い
う
よ
り
、
意
図
通
り
の
設
計
な
の
で
あ
ろ
う
。
木

嶋
社
の「
元
糺
の
森
」と「
下
鴨
糺
の
森
」を
結
ぶ
ラ
イ
ン
の
中
間
点
に
大
内
裏
が
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。
大
内
裏
は
秦
河
勝
が
そ
の
邸
宅
を
譲
っ
た
地
で
あ
る
。
こ
の
ラ
イ

ン
は
夏
至
の
日
出
と
冬
至
の
日
没
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

下
社
の
祭
神
、
賀
茂
建
角
身
命
（カ
モ
タ
ケ
ツ
ヌ
ノ
ミ
コ
ト
）は
八
咫
烏
と
い
わ
れ

る
。
イ
ワ
レ
ビ
コ
が
熊
野
で
道
に
迷
っ
た
際
、
案
内
を
す
る
。
大
和
入
り
の
前
に
、
長
髄

彦
と
の
戦
い
で
光
り
輝
く「
金
鵄
（キ
ン
シ
）」が
表
れ
、
長
髄
彦
の
軍
は
総
崩
れ
に
な

り
勝
利
す
る
。
金
鵄
は
八
咫
烏
の
化
身
と
言
わ
れ
太
陽
に
住
む
金
鳥
で
天
照
大
御

神
の
使
い
で
あ
る
。
日
本
国
旗
掲
揚
時
の
先
端
の
金
玉
は
金
鵄
を
表
し
、
旗
竿
の
白

黒
の
ス
ト
ラ
イ
プ
は
八
咫
烏
を
表
す
。
鴨
族
は
神
道
守
護
の
最
高
権
威
で
あ
る
賀
茂

大
社
を
牛
耳
っ
て
い
る
。
全
国
の
神
社
は
伊
勢
神
宮
を
筆
頭
に
す
べ
て
天
皇
の
も
の
で

あ
り
、
天
皇
陛
下
が
神
道
の
元
締
め
で
あ
る
。
そ
の
天
皇
を
守
護
す
る
最
高
の
地
位
に
、
上
賀
茂
・下
鴨
の
カ
モ
氏「
鴨
族
」
が
い
る
の
で
あ
る
。

鴨
族
と
は
ユ
ダ
ヤ
人
原
始
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
祭
司
の
レ
ビ
系
秦
氏
と
い
う
。
神
道
に
お
け
る
祭
祀
一
族
は
物
部
氏
、
中
臣
氏
、
卜
部
氏
、
忌
部

氏
（
い
ん
べ
し
）
な
ど
が
あ
り
、
最
も
古
い
の
は
忌
部
氏
で
あ
り
、
賀
茂
氏
は
忌
部
氏
の
中
の
忌
部
氏
と
言
わ
れ
る
。 

 
 

 

参照資料1-6：木嶋坐天照御魂神社とその配置

木嶋坐天照御魂神社

三柱鳥居

元糺の森

三柱鳥居

拝殿

大内裏

四明岳：京から見た比叡山

木嶋坐天照御魂神社の配置

木嶋坐天照御
魂神社

下鴨神社

出典：ウィキペディアから原図引用

本殿、
東本殿

愛宕神社
（修験道）

伏見稲荷
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コ
ラ
ム
：「
饒
速
日
命
（天
火
明
命
）と
関
係
神
」 

 
記
紀
は
高
天
原
か
ら
三
つ
の
降
臨
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
述
す
る
。
降
臨
の
順
に
、
素
戔
嗚
命
（ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）
の
出
雲
への
降
臨
、
饒
速
日

命
（ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
命
）の
大
和
への
天
孫
降
臨
、
そ
し
て
瓊
瓊
杵
尊
（ニ
ニ
ギ
ノ

ミ
コ
ト
）の
鹿
児
島
高
千
穂
の
峯
への
天
孫
降
臨
で
あ
る
。 

 

ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
命
の
降
臨
に
は
随
伴
神
が
い
ま
す
。
三
十
二
柱
の
将
軍
、
五

柱
の
部
の
長
、
五
柱
の
造
の
長
、
二
十
五
柱
の
軍
部
の
長
、
船
長
、
か
じ
取
り

な
ど
を
率
い
、「
天
磐
船
（ア
マ
ノ
イ
ワ
フ
ネ
）」に
乗
っ
て
天
降
っ
て
い
る
。
三

十
二
柱
の
将
軍
の
中
に
は
、
尾
張
の
天
香
語
山
命
（
ア
マ
ノ
カ
グ
ヤ
マ
ノ
ミ
コ

ト
）、
香
取
・鹿
島
神
宮
で
祀
ら
れ
て
い
る
中
臣
氏
の
祖
の
天
児
屋
命
（ア
メ

ノ
コ
ヤ
ネ
ノ
ミ
コ
ト
）、
軍
部
の
長
に
は
物
部
氏
が
い
る
。
ニ
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
命
の

降
臨
は
、「
出
雲
の
国
譲
り
」の
前
の
出
来
事
で
あ
る
。 

ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
命
の
降
臨
地
は
、
河
内
国
河
上
の
哮
ヶ
峰
（い
か
る
が
の
み
ね
：

現
在
の
生
駒
山
）そ
こ
に
石
切
劔
箭
神
社
（い
し
き
り
つ
る
ぎ
や
じ
ん
じ
ゃ
）

が
建
つ
。
そ
の
地
に
は
長
髄
彦
が
い
ま
し
た
。
日
本
書
紀
で
も
、
東
征
に
向
け

て
塩
土
老
翁
（
し
お
つ
ち
の
お
じ
）
が
イ
ワ
レ
ビ
コ
に
伝
え
る
。「
東
の
方
に
良
い

土
地
が
あ
っ
て
、
青
い
山
が
取
り
巻
い
て
い
る
。
そ
の
中
に
天
磐
船
（ア
マ
ノ
イ

ワ
フ
ネ
）に
乗
っ
て
、
・・・そ
の
と
び
降
り
て
き
た
者
は
、
饒
速
日
（ニ
ギ
ハ
ヤ

ヒ
）と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
へ行
っ
て
都
を
つ
く
る
に
か
ぎ
る
。
」と
記
述

す
る
。
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
命
は
天
火
明
命
（ア
メ
ノ
ホ
ア
カ
リ
ノ
ミ
コ
ト
）と
言
わ
れ

本
命
の
天
孫
降
臨
、
邇
邇
芸
命
（ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）
の
兄
神
で
あ
る
。
ニ
ギ
ハ
ヤ

ヒ
ノ
命
の
后
に
御
炊
屋
姫
（み
か
し
や
ひ
め
）と
天
道
日
女
命
（
あ
め
の
み
ち

ひ
め
の
み
こ
と
）が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
物
部
氏
と
尾
張
氏
の
始
祖
を
生
む
。

両
氏
族
は
共
に
天
火
明
命
を
祖
神
と
す
る
。 
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◆

第
二
章 

「
賀
茂
祭
（葵
祭
）と
賀
茂
社
の
社
殿
」の
目
次 

◎ 

 
 

 
 

 

以降省略 
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参
考
図
書 

 

＋
「
日
本
の
古
社 

賀
茂
社 

上
賀
茂
神
社
・下
鴨
神
社
」 

岡
野
弘
彦
・櫻
井
敏
雄
・三
好
和
義
著
（淡
交
社
） 

 

＋
「
賀
茂
御
祖
神
社
」
賀
茂
御
祖
神
社
編
（淡
交
社
） 

 

＋
「
上
賀
茂
神
社
への
い
ざ
な
い
」
賀
茂
別
雷
神
社
（賀
茂
別
雷
神
社
） 

 

＋
「
葵
祭
の
始
原
の
祭
り 
御
生
神
事 

御
蔭
祭
り
を
探
る
」下
鴨
神
社
宮
司
新
木
直
人
著
（ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
） 

 

＋
「
元
伊
勢
籠
神
社
御
由
緒
略
記
」（元
伊
勢
籠
神
社
編
） 

 

＋
「
元
伊
勢
籠
神
社
の
略
誌
と
神
道
哲
学
」 
宮
司 

海
部
光
彦
著
（ 

（元
伊
勢
籠
神
社
編
） 

 

＋
「
元
伊
勢
籠
神
社
し
お
り
」（元
伊
勢
籠
神
社
編
） 

 

＋
「
日
本
の
神
社 

籠
神
社
」 

（デ
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ニ
研
） 

 

＋
「
失
わ
れ
た
徐
福
の
ユ
ダ
ヤ
人「
物
部
氏
」の
謎
」飛
鳥
昭
雄
・三
神
た
け
る
著
（学
研
） 

 

＋
「
日
本
書
紀
」 

（宇
治
谷 

孟
著
、
講
談
社
） 

 

＋
「
古
事
記
」 

（
竹
田
恒
泰
著
、
学
研
）な
ど 
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お
わ
り
に 

 
日
本
で
は
、
そ
こ
の
住
民
に
恩
恵
を
与
え
た
人
を
神
と
し
て
祭
る
た
め
に
神
社
を
作
り
、
代
々
そ
の
祭
祀
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
第
五
シ
リ

ー
ズ「
日
本
の
神
社
と
神
々
」で
取
り
上
げ
た
九
つ
の
神
社
、「
熊
野
大
社
」「
伊
勢
神
宮
」、「
出
雲
大
社
」、「
住
吉
大
社
」、「
宗
像
大
社
」、

「
宇
佐
大
社
」
、「
賀
茂
大
社
」、「
籠
神
社
」、「
眞
名
井
神
社
」
は
記
紀
に
係
る
代
表
的
な
神
社
を
で
す
。 

本
冊
子
で
取
り
上
げ
た
第
五
シ
リ
ー
ズ
第
四
部
で「
賀
茂
大
社
と
籠
神
社
・眞
名
井
神
社
の
神
」を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
両
神
社
は
日
本

の
伊
勢
神
宮
に
関
わ
る
神
道
の
由
来
に
関
わ
る
神
社
で
す
。
伊
勢
神
宮
と
の
関
係
が
見
え
て
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

賀
茂
大
社
、
籠
神
社
と
も
に
中
国
の
正
史
で
あ
る
史
記
に
記
述
さ
れ
る「
徐
福
伝
説
」が
日
本
の
神
道
形
成
の
き
っ
か
け
で
あ
る
こ
と
が
理
解

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
自
然
信
仰
に
徐
福
と
共
に
や
っ
て
来
た
司
祭
が
日
本
の
神
道
の
祭
祀
を
形
作
っ
た
と
想
像
で
き
ま
す
。 

し
か
し
、
日
本
独
自
の
宗
教
で
す
。
渡
来
し
た
彼
ら
は
自
然
信
仰
と
祖
霊
信
仰
の
中
に
彼
ら
の
宗
教
（
ユ
ダ
ヤ
教
？
）の
適
合
性
を
見
つ
け

彼
ら
は
日
本
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
戦
争
に
明
け
暮
れ
る
大
陸
と
比
べ
、
恵
み
豊
か
で
戦
争
の
な
い
日
本
は
日
本
化
す
る
に
値

す
る
国
だ
他t

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

第
一
回
の
渡
来
が
吉
野
ヶ
里
、
そ
し
て「
モ
ノ
ノ
ベ
」と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
の
集
団
の
一
部
が
葛
城
に
移
動
す
る
。
第
二
十
一
代
雄
略
天
皇
に
よ

っ
て
葛
城
氏
は
滅
ぼ
さ
れ
、
山
背
の
賀
茂
へ移
動
す
る
。
一
方
、 

第
二
回
の
徐
福
の
渡
来
は
、
丹
後
の
眞
名
井
で
あ
る
。
国
宝
の
海
部
氏
の
系
譜
を
見
る
と
、
海
部
氏
と
祖
先
を
同
じ
く
す
る
渡
会
（わ
た
ら

い
）
氏
が
伊
勢
神
宮
の
禰
宜
（ね
ぎ
）
と
な
り
、
伊
勢
神
道
の
祭
祀
を
規
定
し
、
全
国
の
神
社
の
典
範
と
な
る
。
丹
後
に
も
徐
福
が
帯
同
し
た
司

祭
が
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
籠
神
社
が
伊
勢
神
宮
の
唯
一
神
明
造
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
伺
え
る
。 

日
本
の
大
王
お
よ
び
天
皇
が
賀
茂
大
社
や
籠
神
社
の
祭
祀
を
も
と
に
神
道
の
形
態
を
形
作
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
神
道

は
天
皇
家
を
守
護
す
る
宗
教
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
賀
茂
大
社
、
籠
神
社
は
天
皇
家
の
最
も
近
い
神
社
と
す
る
謂
れ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
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はじめに 

第1章 「伊勢神宮の神と特性」 

 

第2章 「伊勢神宮の由来と広がり」 

 

第3章 「大社造りと社殿の神々」  

 

第4章 「出雲の神々と大社創建」  

 

第5章 「出雲大社の祭祀」 

おわりに 

                          主な内容                                     


